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原
発
事
故
か
ら
ち
ょ
う
ど
四
年
五
ヶ
月

の
八
月
一
一
日
、
鹿
児
島
県
に
あ
る
九
州

電
力
川
内
原
発
一
号
機
が
再
稼
働
し
た
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け
て

決
ま
っ
た
新
た
な
原
発
の
規
制
基
準
の
下

で
動
き
始
め
た
最
初
の
原
発
だ
。
今
後
、

川
内
原
発
二
号
機
な
ど
の
再
稼
働
が
続
く

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

　
安
倍
晋
三
首
相
は
、
新
基
準
を
「
世
界

で
一
番
厳
し
い
」
と
明
言
し
、「
規
制
基
準

を
満
た
し
た
原
発
は
再
稼
働
さ
せ
る
」
と

の
姿
勢
だ
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
長
官

が
、
新
基
準
を
パ
ス
し
た
四
国
電
力
伊
方

原
発
の
あ
る
愛
媛
県
知
事
を
訪
ね
て
再
稼

働
へ
の
協
力
を
要
請
す
る
と
い
う
姿
ま
で

見
せ
ら
れ
る
と
、
現
政
権
の
原
発
回
帰
政

策
は
極
め
て
鮮
明
に
な
っ
た
と
感
じ
る
。

だ
が
、
今
、
政
策
転
換
を
急
ぐ
合
理
的
理

由
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
一
里
塚
と
も

な
る
再
稼
働
も
受
け
入
れ
難
い
。

　
現
政
権
や
電
力
会
社
は
、
再
稼
働
の
必

要
性
の
根
拠
と
し
て
、
低
廉
な
電
力
の
安

定
供
給
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
、

地
球
温
暖
化
対
策
を
挙
げ
る
。

　
原
発
事
故
後
に
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
電

力
供
給
の
三
〇
％
近
く
を
担
っ
て
い
た
原

発
が
停
止
し
、
大
量
の
供
給
力
が
失
わ
れ

た
。
電
力
会
社
は
こ
れ
を
火
力
発
電
で
カ

バ
ー
し
た
。
こ
れ
が
燃
料
購
入
費
を
膨
ら

ま
せ
、
電
気
料
金
の
上
昇
を
招
い
た
。
こ

れ
は
事
実
だ
。

　

主
要
電
力
会
社
の
燃
料
購
入
費
は

二
〇
〇
九
年
度
の
約
三
兆
円
か
ら

二
〇
一
三
年
度
の
七・
七
兆
円
と
大
幅
に

増
え
て
い
る
。
こ
れ
が
「
原
発
の
停
止
が

国
富
の
流
出
を
招
い
て
い
る
」
と
の
安
倍

首
相
ら
の
主
張
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、燃
料
購
入
費
が
膨
ら
ん
だ
理
由
は
、

急
激
に
進
ん
だ
円
安
や
資
源
価
格
自
体
の

高
騰
な
ど
、
原
発
停
止
以
外
に
も
あ
り
、

実
際
の
原
発
停
止
の
影
響
は
四
兆
円
の
ほ

ぼ
半
分
だ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し

か
も
事
故
後
、
電
力
会
社
は
そ
れ
ま
で
お

ろ
そ
か
に
し
て
き
た
原
発
の
安
全
対
策
へ

の
投
資
を
迫
ら
れ
、
維
持
管
理
に
も
こ
れ

ま
で
以
上
の
出
費
が
求
め
ら
れ
る
。今
後
、

追
加
の
安
全
投
資
も
必
要
で
、
そ
れ
は
当

面
、
電
気
料
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
。
一
基

や
二
基
の
原
発
が
動
い
た
程
度
で
、
国
家

経
済
全
体
へ
の
利
得
は
少
な
く
、
原
発
の

再
稼
働
で
料
金
上
昇
に
歯
止
め
が
か
か
る

か
は
極
め
て
疑
わ
し
い
。

　
東
日
本
大
震
災
で
、
各
地
に
集
中
立
地

す
る
原
発
が
停
止
し
て
一
挙
に
大
量
の
電

力
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
安
定
供

給
へ
の
貢
献
も
疑
わ
し
い
。
短
期
的
に
見

れ
ば
と
も
か
く
、
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
の
中
で
の
安
定
性
を
考
え
れ
ば
、
地

熱
発
電
ま
で
含
め
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
方
が
、
は
る
か
に
供
給
の
安
定
化
に

資
す
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
も
原
発
再
稼
働
の
根

拠
の
一
つ
で
あ
る
。
運
転
中
に
二
酸
化
炭

素
を
出
さ
な
い
原
発
が
電
力
部
門
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
に
効
果
が
あ
る
こ
と
は

事
実
だ
。
だ
が
、
日
本
の
発
電
に
伴
う
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
、
原
発
建
設
が
進

ん
で
い
た
福
島
事
故
前
で
も
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
増

え
て
い
た
。
原
発
推
進
の
裏
で
価
格
は
安

い
が
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
多
い
石
炭

火
力
発
電
の
拡
大
が
続
い
て
い
た
こ
と
が

一
因
な
の
だ
が
、
原
発
推
進
派
は
こ
の
事

実
を
ど
う
説
明
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
欧
州

諸
国
を
み
れ
ば
、過
去
二
〇
年
ほ
ど
の
間
、

原
発
に
頼
ら
ず
に
、
日
本
よ
り
も
大
幅
な

経
済
成
長
を
実
現
す
る
一
方
で
、
排
出
総

量
を
減
ら
し
て
き
た
国
が
少
な
か
ら
ず
存

在
す
る
。
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の

大
部
分
を
占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
中

で
、
電
力
消
費
は
三
〇
％
程
度
だ
。
そ
の

三
〇
％
程
度
を
原
発
で
供
給
し
て
い
た
の

だ
か
ら
、
原
発
が
関
わ
る
の
は
総
排
出
量

の
一
〇
％
程
度
で
し
か
な
い
。
こ
こ
で
も

原
発
が
一
、二
基
再
稼
働
す
る
こ
と
が
日

本
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
大
き
く
貢

献
す
る
と
は
思
え
な
い
。
電
力
部
門
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
策
に
は
、
よ
り

コ
ス
ト
も
リ
ス
ク
も
小
さ
い
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
重
要
な
選
択
肢
が
あ
る

改
め
て「
コ
ン
セ
ン
ト
の
向
こ
う
側
」を
考
え
る 

②
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し
、
排
出
量
全
体
を
減
ら
す
に
は
、
熱
や

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
運
輸
燃
料
を
含
め
た
省

エ
ネ
の
方
が
は
る
か
に
重
要
で
、
し
か
も

コ
ス
ト
が
安
い
。
原
発
事
故
後
、
各
地
で

急
速
に
省
エ
ネ
が
進
み
、
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
過
去
に
な
い

ペ
ー
ス
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

が
進
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
し
か
も
、
日
本
の
新
規
制
基
準
は
世
界

の
最
先
端
の
原
発
で
取
ら
れ
て
い
る
安
全

対
策
を
み
た
ら
、
と
て
も
「
世
界
で
一
番

厳
し
い
」
な
ど
と
言
え
る
よ
う
な
状
況
に

は
な
い
。
筆
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
原
子
力

大
手
「
ア
レ
バ
」
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
建

設
中
の
オ
ル
キ
ル
オ
ト
原
発
を
取
材
し
た

こ
と
が
あ
る
。
巨
大
な
原
子
炉
建
屋
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
の
厚
さ
は
二
メ
ー
ト
ル

も
あ
り
、
商
用
旅
客
機
が
突
入
し
て
も
大

丈
夫
な
構
造
だ
と
い
う
。
炉
心
溶
融
事
故

対
策
と
し
て
、
溶
け
た
核
燃
料
を
受
け
止

め
る
「
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」
が
備
え
ら

れ
て
い
る
。
建
屋
そ
の
上
部
に
は
貯
水
タ

ン
ク
が
あ
り
一
定
の
温
度
を
超
え
る
と
自

動
的
に
大
量
の
水
が
散
水
さ
れ
て
コ
ア
キ

ャ
ッ
チ
ャ
ー
内
の
溶
融
燃
料
を
冷
や
す
仕

組
み
だ
。
福
島
事
故
で
注
目
さ
れ
た
非
常

用
電
源
は
原
子
炉
建
屋
と
は
別
の
場
所
に

設
置
さ
れ
、
こ
こ
も
飛
行
機
が
突
入
し
て

も
大
丈
夫
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
持
た
ず
、
免
震

重
要
棟
の
建
設
す
ら
先
送
り
が
許
さ
れ
た

川
内
原
発
の
安
全
対
策
が
、
こ
れ
ら
欧
州

の
最
先
端
の
原
発
か
ら
み
れ
ば
大
き
く
見

劣
り
す
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　
福
島
原
発
の
事
故
は
、「
原
発
は
低
リ
ス

ク
で
低
コ
ス
ト
な
電
源
だ
」
と
の
主
張
が

「
神
話
」に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
明
確
に

し
た
。
原
発
は
実
は
「
ハ
イ
コ
ス
ト
、
ハ

イ
リ
ス
ク
」
の
電
源
で
あ
っ
た
の
だ
。
新

規
制
基
準
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
が
以
前
に
比

べ
て
小
さ
く
な
っ
た
の
は
事
実
だ
と
し
て

も
、
日
本
の
安
全
対
策
が
世
界
基
準
に
達

し
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
、
リ
ス
ク
が

ど
れ
だ
け
低
減
さ
れ
た
の
か
と
な
る
と
不

明
確
だ
。

　
一
方
で
、
原
発
の
コ
ス
ト
は
国
際
的
に

上
昇
を
続
け
て
い
る
。
オ
ル
キ
ル
オ
ト
原

発
を
建
設
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
原
子
力

大
手
「
ア
レ
バ
」
が
、
工
費
の
高
騰
と
完

成
時
期
の
遅
れ
に
よ
っ
て
倒
産
寸
前
の
状

況
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
象
徴

的
な
姿
だ
。

　
福
島
の
事
故
は
、
原
発
の
過
酷
事
故
に

よ
っ
て
生
じ
る
事
故
対
策
の
コ
ス
ト
や
損

害
賠
償
の
費
用
を
、
原
発
を
所
有
す
る
電

力
会
社
だ
け
で
は
到
底
、
負
担
し
得
な
い

こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
の
だ
が
、
次
に
事

故
が
起
こ
っ
た
と
き
の
責
任
の
所
在
に
関

す
る
議
論
や
賠
償
を
行
う
た
め
の
保
険
制

度
に
関
す
る
議
論
も
ま
っ
た
く
進
ん
で
い

な
い
。
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
れ
ば
処
分
の

見
通
し
が
な
い
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
排
出
量
も
増
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
ど

う
す
る
の
か
の
議
論
に
も
進
展
が
見
ら
れ

な
い
。

　
原
発
運
転
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
れ
ら
の

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ス
ト
が
、
税
金
な
ど
の
形

で
一
般
市
民
に
転
嫁
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
の
が
今
の
実
態
だ
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
今
、
過
半
数

の
世
論
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
原
発
の
再

稼
働
を
進
め
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
リ

ス
ク
を
無
視
し
て
原
発
に
過
剰
な
投
資
を

し
て
き
た
た
め
、
原
発
事
故
後
に
大
き
く

悪
化
し
た
電
力
会
社
の
経
営
状
態
を
好
転

さ
せ
る
こ
と
く
ら
い
し
か
見
当
た
ら
な

い
。
経
営
戦
略
を
誤
っ
て
窮
地
に
陥
っ
た

私
企
業
を
国
が
支
援
し
、
そ
の
リ
ス
ク
や

コ
ス
ト
を
一
般
市
民
に
押
し
付
け
る
。
そ

れ
が
、
多
く
の
課
題
を
積
み
残
し
た
ま
ま

動
き
出
し
た
川
内
原
発
が
映
し
出
す
、
今

の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
姿
で
あ

る
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

井
田
　
徹
治
（
い
だ
・
て
つ
じ
）

一
九
五
九
年
十
二
月
東
京
生
ま
れ
。

主
な
著
書
『
大
気
か
ら
の
警
告
─
迫
り
く

る
温
暖
化
の
脅
威
』（
創
芸
出
版
）、『
デ
ー
タ

で
検
証 

地
球
の
資
源
』（
講
談
社
ブ
ル
ー

バ
ッ
ク
ス
）、 『
サ
バ
が
ト
ロ
よ
り
高
く
な

る
日
─
危
機
に
立
つ
世
界
の
漁
業
資
源
』

（
講
談
社
現
代
新
書
）、『
カ
ー
ボ
ン
リ
ス
ク

─
CO2
・
地
球
温
暖
化
で
世
界
の
ビ
ジ
ネ

ス・ル
ー
ル
が
変
わ
る
』（
北
星
堂
、共
著
）、

『
ウ
ナ
ギ 

地
球
環
境
を
語
る
魚
』（
岩
波
新

書
）、『
生
物
多
様
性
と
は
何
か
』（
同
）、『
地

下
水
の
科
学
』（
講
談
社
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク

ス
、
共
著
）、『
環
境
異
変
』（
共
同
通
信
社
、

共
編
）、「
環
境
負
債
」（
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー

新
書
）、「
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
最
前
線
」

（
岩
波
新
書
）、「
鳥
学
の
一
〇
〇
年
」（
平
凡

社
）、「
有
害
化
学
物
質
の
話
」（
P
H
P
サ

イ
エ
ン
ス
・
ワ
ー
ル
ド
新
書
）
な
ど
。
社

会
活
動
は
次
号
に
紹
介
。




